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【雑学】町田市の境界を巡る１．〈町田市役所～すずかけ台駅まで〉 

 町田市は何所にあるの？とよく言

われる。町田市が接する他都市は同

じ東京都の多摩市、八王子市と神奈

川県の相模原市、大和市、横浜市、

川崎市の 6 都市に接し、その接する

距離は７８ｋｍにもなる。相模原市、

大和市と町田市の境は概略、境川が

境界となっているが、河川改修が行

われ直線になった場所では右岸に町

田市、左岸に相模原市、大和市が存

在する。 今回のコース、町田市役

所～すずかけ台駅は町田市の南部、

相模原市、大和市、横浜市の境界を

歩く約１０ｋｍのウオーキングとな

る。市の尻尾である一番南の場所に

は 246 国道と東名高速が横断し、横

浜町田のインターチェンジがある。

では市役所前より出発、境川の遊歩

道に向う。 

 ほどなく、小田急線の高架下を潜ると、ヨ

ドバシカメラ町田店前に達する。ヨドバシカ

メラは、ＪＲ町田駅南口に近接して立地して

いるのだが、住所は相模原市となっている。

境川の河川改修まえは線路とヨドバシの間が

境川であったようだ。したがって右岸に町田

市があることも。駅南口で、両市の境界を確

認後、マンション群の中を通り、境川を渡っ

て対岸にある、鹿島神社、青柳寺に向う。本

日のコースを以下に紹介する。 

小田急デパート・小田急町田駅 
境川の町田側遊歩道 

町田市役所 

すずかけ台駅 

横浜町田 IC 
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町田市役所前 ⇒ 鹿島神社・青柳寺 ⇒ 宗保院 ⇒ 泉龍寺 ⇒ 定方寺 ⇒ 鶴間

公園 ⇒ 園成寺 ⇒ 東京工業大学すずかけ台キャンパス ⇒ 東急田園都市線すず

かけ台駅 

《鹿島神社・青柳寺》神奈川県相模原市南区上鶴間本町 3-7-11 

・鹿島神社の創建は不詳であるが、建久年間（1190）頃、茨城県の鹿島神宮の御分霊を各

村に勧請した頃と思われる。祭神は武甕槌命   ( たけみかずちのみこと )。 

・日蓮宗方運山青柳寺といい、開山は天正 11〈1583〉年に律正院日題聖人。 

鹿島神社・青柳寺の所在地は JR町田駅南口より 5分ほどの境川を渡った相模原市上鶴間

にあり、青柳寺の墓地は境川の河岸段丘にある。昔の鶴間村は現在、相模原市、大和市、

町田市の３市に分割されているため、今でも３市に鶴間の地名が残っている。現在の町田

市が明治の一時期に神奈川県であったのが納得できる。また鹿島神社と青柳寺の間に境界

は無く、明治以前の神仏混淆の様子が伺われる。 

 鹿島神社と青柳寺に別れを告-げ、再度境川を渡り、宗保院へ向かう。 

《宗保院》東京都町田市原町田 1-8-3 

 宗保院は曹洞宗の寺院で金森山と号し、大河伊与（元亀元年 1570 年没、光雪院安心宗

保居士）が開基となり、天文年間（1532-1555）に創建、吸江呑恕和尚（天正 18 年 1590

明治中期、青柳寺で武相困民党の集会が持たれ

た。自由民権運動・困民党発祥の地の碑が建て

られている。 
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年寂）が開山したという。武相卯歳観音霊場四十八ヶ所 39 番、門前には原町田七福神の

布袋尊が設置されている。 

 ここからは、町場に別れをつげ、境川の遊歩

道を歩くことになる。 

境川は所々河原が整備され水辺の公園となって

いる。また下水道も高度処理されているためか、

流れる水は透明且つ魚類が多く泳ぎ、白鷺も所々

に。鶴金橋（相模国鶴間村と武蔵国金森村をつなぐ橋）を渡って鶴間の泉龍寺を訪問する。 

《泉龍寺》相模原市南区上鶴間本町 8-54-21 

泉龍寺は、浄土宗西光庵を、日洲（永禄 3 年

1560 年寂）・雪天透瑞（天正 14 年 1586 年寂）

が曹洞宗に改めて泉龍寺と改号、それぞれ開

基・開山となったといわれている。武相卯歳観

音霊場四十八ヶ所 17 番のお寺である。 

 境川はこの辺りから大きく蛇行しているので

国道 16 号に近づき、対岸には神奈川県立上鶴

間高校が見える。更に下ると金森 6 丁目の西田

スポーツ広場に着く。境川の向には 16 号沿い

にある大正堂本店（老舗の家具店）の広告塔が現れる。ここまでが町田市と相模原市の境

泉龍寺の三重塔 

県立上鶴間高校 
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界で、遊歩道を歩くときの目印となるようだ。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

《定方寺》神奈川県大和市下鶴間 145 

高木橋を渡って河岸段丘を登ったところに

立地している。境国山と号す曹洞宗の寺で、

本尊は釈迦如来像。慶長 15（1610）年に現

在地より東側に下がった境川沿いに創建され

た。たびかさなる水害のため、元禄 3（1690）

年ごろに対岸の小高い現在地へ移転したと伝

えられる。対岸の町田側に、元の創建された

場所は定方寺公園という名前で残っている。 

段丘を下って鶴間橋に至り、しばらく大和

市側の遊歩道を歩き 16 号のバイパス下〈境

川高架橋下〉と東急田園都市線の下を通る。途端、境川を横切る太い鉄管が上空に現れる。

横浜市水道局の境川水管橋だ！ 

大正堂の広告塔が見える 西田スポーツ広場・トイレ付き 

水管・口径 1500mm ３条 橋長・５６ｍ 

この水管橋は、道志川から取り入れた水や相模

湖に貯めた水を川井浄水場や西谷浄水場に運

ぶ為の導水路の一部です。３本の内１本は道志

川の水、２本は相模湖の水を運んでいます。 
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もうすぐ昼食タイム、予定の鶴間公園に

到着する。公園に近接する鉄道の駅は東急

田園都市線の南町田駅で、駅や公園に接し

てグランベリーモールがある。鶴間公園の

中を水管橋に接続する水道管が川井浄水場

まで通っていて、横浜水道みちと名付けら

れている。再度境川に戻り、７００ｍ程下

ると、境川は東京都の河川管轄が終わり神

奈川県管轄となる。ここからは境川を離れ

国道２４６に沿って歩き、東京女学館大学

横の歩道橋を渡って２４６を越え園成寺に向う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町田に開校した東京女学館大学は、近年志望者の減少により、在学生が全員卒業した時

点で閉校となるようだ。 

 《園成寺》東京都町田市鶴間 1210 

浄土真宗本願寺派寺院の園成寺は、山王山紫王院と号す。円成寺は、北條氏綱に仕えて

いた当地の領主山中修理亮（天正 12 年 1582 年寂）が出家して空存となり、当寺を開創し

たとう。 

 園成寺客殿に掛かるボーイ・ガールスカウトの看板を見て、町田のシニア隊の隊長、副

長会議で、ここ園成寺によく来たことを思い出した。私も 25 年ほど前にボーイスカウト

町田１０団〈鶴川地区〉でシニア隊の副長をやっていたとこがある。懐かしい！！ 

 

鶴間公園内の横浜水道みち 

閉校予定の東京女学館大学 東京と神奈川の河川管理管轄境界の標柱 
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 このウオーキングの目的は、出来るだけ町田の境界に近い所を歩くことである。従って

地図上の境界を歩けない場所が多々ある。横浜町田インターチェンジの所がそうである。 

 東名高速に突き当たったら側道を歩いて鶴間三角公園に戻り、高千穂化学のわき道を通

って２４６バイパスの下を潜って町田市と横浜市の境界道路に出る。道の左側にはケーユ

ーという大型中古車販売のビルが目に付く。２４６の長津田辻から裏道に入り東工大方面

に向う。こうま公園前の歩道橋で２４６を渡ってすずかけ台駅に向う？どうして。 

どうやって東京工業大学のすずかけ台キャンパスに向うのだろうか？と思っていたら２

４６の下を潜り抜ける隧道を通ってゆくのだ。なるほど！ 

記：小林尚道 

２４６渋谷方面〈上り〉 ２４６厚木方面（下り）） 

今回はすずかけ台駅で解散となる。来月はここからスタートして鶴川駅まで向う。 

東京工業大学すずかけ台キャンパス 


